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じ
め
に

　
韓
国
が
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
て
七
九
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦

終
結
と
日
本
の
敗
戦
に
伴
い
、
連
合
国
の
戦
後
処
理
の
一
環
と
し
て
朝
鮮
半
島
は
南
北
に
分
断
さ
れ
、

「
南
」
は
米
軍
政
、「
北
」
は
ソ
連
軍
政
時
代
が
続
き
、
一
九
四
八
年
に
大
韓
民
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
（
北
朝
鮮
）
が
樹
立
さ
れ
て
、
事
実
上
、
分
断
国
家
と
な
っ
た
。「
南
」
は
自
由
民
主
主
義
体
制
を

選
択
し
、「
北
」
は
社
会
主
義
体
制
を
選
択
し
た
。
国
民
の
自
由
意
思
で
は
な
く
連
合
国
の
都
合
に
よ
っ

て
選
択
さ
せ
ら
れ
た
体
制
で
あ
る
。

　
南
北
は
一
九
五
〇
年
か
ら
三
年
に
わ
た
っ
て
、
同
族
間
で
激
し
い
戦
い
を
し
た
。
米
・
中
両
大
国
が
戦

争
に
介
入
し
た
こ
と
か
ら
、
決
着
が
つ
か
ず
休
戦
と
な
り
、
現
在
も
そ
の
状
態
で
対
立
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
対
立
は
南
北
関
係
だ
け
で
な
く
、
韓
国
国
内
の
政
治
に
お
い
て
も
「
保
守
」
と
「
進
歩
（
革
新
）」
の

間
で
激
し
い
軋あ
つ

轢れ
き

を
生
み
続
け
て
い
る
。

　
北
朝
鮮
は
、
金キ
ム

日イ
ル

成ソ
ン

―
金キ
ム

正ジ
ョ
ン

日イ
ル

―
金キ
ム

正ジ
ョ
ン

恩ウ
ン

の
三
代
に
わ
た
り
、
父
か
ら
子
へ
の
世
襲
に
よ
り
政
権
を
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は
じ
め
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韓
国
が
日
本
の
植
民
地
支
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か
ら
解
放
さ
れ
て
七
九
年
が
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ぎ
よ
う
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と
日
本
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、
連
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鮮
半
島
は
南
北
に
分
断
さ
れ
、

「
南
」
は
米
軍
政
、「
北
」
は
ソ
連
軍
政
時
代
が
続
き
、
一
九
四
八
年
に
大
韓
民
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
（
北
朝
鮮
）
が
樹
立
さ
れ
て
、
事
実
上
、
分
断
国
家
と
な
っ
た
。「
南
」
は
自
由
民
主
主
義
体
制
を

選
択
し
、「
北
」
は
社
会
主
義
体
制
を
選
択
し
た
。
国
民
の
自
由
意
思
で
は
な
く
連
合
国
の
都
合
に
よ
っ

て
選
択
さ
せ
ら
れ
た
体
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。
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に
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同
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で
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い
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在
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の
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に
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も
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（
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新
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で
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継
承
し
て
き
た
。
韓
国
で
は
、
初
代
大
統
領
李イ

承ス
ン

晩マ
ン

か
ら
第
二
〇
代
大
統
領
尹ユ
ン

錫ソ
ン

悦ニ
ョ
ルま
で
、
七
六
年
間

に
一
三
人
の
大
統
領
が
誕
生
し
た
。
李
承
晩
政
権
は
一
二
年
間
、
朴パ
ク

正チ
ョ
ン煕ヒ

政
権
は
一
八
年
間
に
わ
た
っ

て
独
裁
政
治
を
行
な
い
、
二
人
と
も
政
権
末
期
に
は
不
幸
な
形
で
大
統
領
職
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

朴
正
煕
政
権
の
後
に
も
全チ
ョ
ン

斗ド
ゥ

煥フ
ァ
ン

政
権
、
盧ノ

泰テ

愚ウ

政
権
と
軍
事
政
権
が
計
三
二
年
間
続
き
、
権
威
主
義

的
な
強
権
政
治
が
行
な
わ
れ
た
。

　

朴
正
煕
以
来
、
権
威
主
義
政
権
で
は
、
反
対
意
見
を
力
で
抑
え
込
む
傾
向
が
強
か
っ
た
。
特
に
中
央
情

報
部
（
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
後
に
国
家
安
全
企
画
部
＝
安
企
部
と
名
称
変
更
。
金キ
ム

大デ

中ジ
ュ
ン

政
権
の
時
、
国
家
情
報
院
と
変
更
）

が
法
外
な
権
限
を
持
ち
、
反
政
府
活
動
と
み
な
さ
れ
れ
ば
、
逮
捕
状
な
し
に
取
り
締
ま
ら
れ
る
の
が
日
常

茶
飯
事
だ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
成
長
に
と
も
な
い
国
民
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
と
、
民
主
主
義
を
基
本
と
す

る
政
権
運
営
を
求
め
る
国
民
の
声
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
た
。
強
権
政
治
に
対
し
て
野
党
政
治
家
だ
け
で

な
く
、
知
識
人
や
学
生
、
一
般
大
衆
も
反
対
運
動
に
立
ち
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
激
し
い
対
立
の
中
で
民
主
化
が
進
展
し
、
長
年
の
政
治
的
な
課
題
だ
っ
た
与
野
党
間
、
保
守
と
進

歩
間
の
政
権
交
代
が
実
現
さ
れ
た
。

　

民
主
化
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
金キ
ム

泳ヨ
ン

三サ
ム

と
金
大
中
だ
。
一
九
七
一

年
に
実
施
さ
れ
た
大
統
領
選
挙
で
、
朴
正
煕
の
三
選
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
こ
の
四
〇
代
の
政
治
家
二
人

が
野
党
新シ
ン

民ミ
ン

党ダ
ン

大
統
領
候
補
を
争
っ
た
。
二
人
は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
民
主
化
運
動
の
同
志
で
あ
っ
た
。

　

慶キ
ョ
ン

尚サ
ン

南ナ
ム

道ド

出
身
の
金
泳
三
と
全チ
ョ
ル羅ラ

南ナ
ム

道ド

出
身
の
金
大
中
は
朴
正
煕
独
裁
政
権
下
で
の
民
主
化
運
動
の

象
徴
的
な
政
治
指
導
者
と
な
っ
た
。
朴
正
煕
大
統
領
暗
殺
事
件
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
の
は
、
金
泳
三
の

出
身
地
で
発
生
し
た
「
釜ブ

馬マ

事
件
」
で
あ
り
、
光ク
ァ
ン

州ジ
ュ

民
主
化
運
動
発
生
の
直
接
的
な
要
因
は
金
大
中
の

存
在
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
人
は
韓
国
民
主
化
運
動
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
重
要
人
物
で
あ
る
。

　

韓
国
の
民
主
化
は
盧
泰
愚
政
権
か
ら
方
向
付
け
が
始
ま
っ
た
。
盧
泰
愚
は
全
斗
煥
の
後
継
者
に
指
名
さ

れ
る
と
、
民
主
化
の
流
れ
は
止
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、
民
主
化
を
宣
言
し
た
。
そ
し
て
、
大
統
領
直
接

選
挙
制
を
選
択
・
導
入
し
、
民
主
化
運
動
関
連
で
逮
捕
さ
れ
た
人
々
を
赦
免
・
復
権
さ
せ
、
国
民
の
直
接

投
票
に
よ
る
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
た
。

　

ま
た
、
盧
泰
愚
政
権
は
、「
北
方
外
交
」
の
推
進
に
よ
る
南
北
関
係
の
改
善
や
社
会
主
義
諸
国
と
国
交

を
樹
立
す
る
な
ど
、
外
交
面
で
の
功
績
を
残
し
た
。
さ
ら
に
民
主
化
へ
の
過
程
に
お
い
て
軍
政
か
ら
民
政

へ
の
橋
渡
し
役
を
果
た
し
た
。

　

保
守
に
合
流
し
た
金
泳
三
は
、
軍
事
政
権
か
ら
文
民
政
権
に
交
代
し
た
最
初
の
大
統
領
と
な
っ
た
。
高

級
公
職
者
の
資
産
公
開
、
軍
の
秘
密
組
織
「
ハ
ナ
会フ
ェ

」
の
解
体
、
軍
人
事
の
刷
新
、
金
融
実
名
制
な
ど
一
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継
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。
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国
で
は
、
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領
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統
領
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ョ
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七
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に
一
三
人
の
大
統
領
が
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し
た
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李
承
晩
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権
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一
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年
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ク
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政
権
は
一
八
年
間
に
わ
た
っ

て
独
裁
政
治
を
行
な
い
、
二
人
と
も
政
権
末
期
に
は
不
幸
な
形
で
大
統
領
職
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

朴
正
煕
政
権
の
後
に
も
全チ
ョ
ン

斗ド
ゥ

煥フ
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ン

政
権
、
盧ノ

泰テ

愚ウ

政
権
と
軍
事
政
権
が
計
三
二
年
間
続
き
、
権
威
主
義

的
な
強
権
政
治
が
行
な
わ
れ
た
。

　

朴
正
煕
以
来
、
権
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政
権
で
は
、
反
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意
見
を
力
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、
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に
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画
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安
企
部
と
名
称
変
更
。
金キ
ム

大デ

中ジ
ュ
ン

政
権
の
時
、
国
家
情
報
院
と
変
更
）

が
法
外
な
権
限
を
持
ち
、
反
政
府
活
動
と
み
な
さ
れ
れ
ば
、
逮
捕
状
な
し
に
取
り
締
ま
ら
れ
る
の
が
日
常

茶
飯
事
だ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
成
長
に
と
も
な
い
国
民
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
と
、
民
主
主
義
を
基
本
と
す

る
政
権
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の
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治
に
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だ
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、
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、
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大
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運
動
に
立
ち
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が
る
よ
う
に
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だ
。

　

こ
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進
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民
主
化
運
動
の
先
頭
に
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て
、
中
心
的
な
役
割
を
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は
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ム
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ム
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中
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一
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年
に
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大
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選
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で
、
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の
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選
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た
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を
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は
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で
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運
動
の
同
志
で
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。
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流
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。
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連
の
改
革
を
断
行
。
そ
し
て
全
斗
煥
と
盧
泰
愚
の
二
人
の
軍
出
身
大
統
領
を
法
廷
で
審
判
さ
せ
た
。

　

選
挙
に
よ
る
保
守
か
ら
進
歩
へ
の
政
権
交
代
は
金
大
中
が
最
初
だ
。
与
野
党
間
の
水
平
的
な
政
権
交
代

だ
っ
た
。
そ
の
後
も
大
統
領
選
挙
で
は
、
保
守
と
進
歩
の
候
補
が
争
い
、
盧ノ

武ム

鉉ヒ
ョ
ン（

進
歩
）、
李イ

明ミ
ョ
ン

博バ
ク

（
保

守
）、
朴パ
ク

槿ク

恵ネ

（
保
守
）、
文ム
ン

在ジ
ェ

寅イ
ン

（
進
歩
）、
尹
錫
悦
（
保
守
）
と
、
保
守
と
進
歩
の
政
権
交
代
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

　

経
済
危
機
に
際
し
て
大
統
領
選
に
当
選
し
た
金
大
中
は
、
金
泳
三
政
権
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
と

の
合
意
事
項
は
忠
実
に
守
る
と
宣
言
し
、
国
民
の
和
解
と
統
合
を
訴
え
て
「
民
主
主
義
と
市
場
経
済
の
並

行
発
展
」
を
強
調
し
た
。
金
大
中
は
リ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
、
現
実
主
義
路
線
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
政

治
的
報
復
や
地
域
差
別
、
階
層
差
別
は
し
な
い
こ
と
を
確
約
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
下
と
い
う
緊
急
事
態
に
お
い

て
、
優
秀
な
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
（
専
門
知
識
を
有
す
る
官
僚
）
を
抜ば
つ

擢て
き

し
て
政
権
運
営
に
取
り
組
み
、
経
済

危
機
を
短
期
間
で
乗
り
切
っ
て
経
済
構
造
改
革
を
始
め
た
。

　

さ
ら
に
、
軍
事
政
権
下
で
弾
圧
を
受
け
て
き
た
金
大
中
は
全
斗
煥
、
盧
泰
愚
の
二
人
の
元
大
統
領
を
赦

免
・
復
権
さ
せ
た
。
被
害
者
が
加
害
者
を
許
し
て
は
じ
め
て
真
の
和
解
と
な
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

金
大
中
は
史
上
初
の
南
北
首
脳
会
談
を
実
現
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
に
努
め
る
一
方
、
小お

渕ぶ
ち

恵
三
首

相
と
「
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
共
同
宣
言
を
発
表
し
て
、
近
隣
外
交
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。
同
時
に
、
日
本
の
大
衆
文
化
を
開
放
し
て
、
日
流
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
、
日
本
で
は
韓
流
ブ
ー
ム
が

起
き
た
。
文
化
交
流
が
進
み
、
両
国
民
の
友
好
交
流
の
道
が
広
が
っ
た
。

　　

韓
国
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
の
あ
い
だ
に
国
を
揺
る
が
す
よ
う
な
大
き
な
事
件
が

頻
繁
に
起
こ
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
民
主
化
運
動
に
起
因
す
る
も
の
で
、
韓
国
現
代
史
に
お
け
る
激
動

の
時
代
だ
っ
た
。
政
治
的
に
は
、
軍
事
政
権
か
ら
民
政
へ
の
移
行
期
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
与
野
党
間
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
軍
事
独
裁
政
権
時
代
に
行
な
わ
れ
た
多
く
の
事
件
に
関

す
る
秘
密
資
料
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
権
交
代
が
も
た
ら
し
た
成
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
金

大
中
政
権
で
は
改
革
す
べ
き
課
題
も
多
く
、
時
間
的
余
裕
も
な
く
、
事
件
当
事
者
と
し
て
率
先
し
て
踏
み

込
め
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
た
め
、
革
新
政
権
を
継
承
し
た
盧
武
鉉
政
権
時
代
の
二
〇
〇
四
年
、
独

裁
政
権
下
で
の
不
可
解
な
事
件
を
調
査
す
る
「
国
家
情
報
院
過
去
事
件
真
実
糾
明
発
展
委
員
会
（
真
実

委
）」
が
設
置
さ
れ
、
金
大
中
拉
致
事
件
な
ど
の
調
査
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
中
央
情
報
部
な
ど

政
府
機
関
の
秘
密
資
料
を
点
検
し
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
強
制
で
な
く
任
意
）
な
ど
に
よ
っ
て
真

相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
。
過
去
の
事
件
に
つ
い
て
真
実
を
知
り
、
二
度
と
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
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連
の
改
革
を
断
行
。
そ
し
て
全
斗
煥
と
盧
泰
愚
の
二
人
の
軍
出
身
大
統
領
を
法
廷
で
審
判
さ
せ
た
。

　

選
挙
に
よ
る
保
守
か
ら
進
歩
へ
の
政
権
交
代
は
金
大
中
が
最
初
だ
。
与
野
党
間
の
水
平
的
な
政
権
交
代

だ
っ
た
。
そ
の
後
も
大
統
領
選
挙
で
は
、
保
守
と
進
歩
の
候
補
が
争
い
、
盧ノ

武ム

鉉ヒ
ョ
ン（

進
歩
）、
李イ

明ミ
ョ
ン

博バ
ク

（
保

守
）、
朴パ
ク

槿ク

恵ネ

（
保
守
）、
文ム
ン

在ジ
ェ

寅イ
ン

（
進
歩
）、
尹
錫
悦
（
保
守
）
と
、
保
守
と
進
歩
の
政
権
交
代
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。

　

経
済
危
機
に
際
し
て
大
統
領
選
に
当
選
し
た
金
大
中
は
、
金
泳
三
政
権
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
と

の
合
意
事
項
は
忠
実
に
守
る
と
宣
言
し
、
国
民
の
和
解
と
統
合
を
訴
え
て
「
民
主
主
義
と
市
場
経
済
の
並

行
発
展
」
を
強
調
し
た
。
金
大
中
は
リ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
、
現
実
主
義
路
線
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
政

治
的
報
復
や
地
域
差
別
、
階
層
差
別
は
し
な
い
こ
と
を
確
約
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
下
と
い
う
緊
急
事
態
に
お
い

て
、
優
秀
な
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
（
専
門
知
識
を
有
す
る
官
僚
）
を
抜ば
つ

擢て
き

し
て
政
権
運
営
に
取
り
組
み
、
経
済

危
機
を
短
期
間
で
乗
り
切
っ
て
経
済
構
造
改
革
を
始
め
た
。

　

さ
ら
に
、
軍
事
政
権
下
で
弾
圧
を
受
け
て
き
た
金
大
中
は
全
斗
煥
、
盧
泰
愚
の
二
人
の
元
大
統
領
を
赦

免
・
復
権
さ
せ
た
。
被
害
者
が
加
害
者
を
許
し
て
は
じ
め
て
真
の
和
解
と
な
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

金
大
中
は
史
上
初
の
南
北
首
脳
会
談
を
実
現
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
に
努
め
る
一
方
、
小お

渕ぶ
ち

恵
三
首

相
と
「
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
共
同
宣
言
を
発
表
し
て
、
近
隣
外
交
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。
同
時
に
、
日
本
の
大
衆
文
化
を
開
放
し
て
、
日
本
で
は
韓
流
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。
そ
し
て
韓
国
で

は
日
流
ブ
ー
ム
が
起
き
、
文
化
交
流
が
進
み
、
両
国
民
の
友
好
交
流
の
道
が
広
が
っ
た
。

　　

韓
国
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
の
あ
い
だ
に
国
を
揺
る
が
す
よ
う
な
大
き
な
事
件
が

頻
繁
に
起
こ
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
民
主
化
運
動
に
起
因
す
る
も
の
で
、
韓
国
現
代
史
に
お
け
る
激
動

の
時
代
だ
っ
た
。
政
治
的
に
は
、
軍
事
政
権
か
ら
民
政
へ
の
移
行
期
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
与
野
党
間
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
、
軍
事
独
裁
政
権
時
代
に
行
な
わ
れ
た
多
く
の
事
件
に
関

す
る
秘
密
資
料
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
権
交
代
が
も
た
ら
し
た
成
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
金

大
中
政
権
で
は
改
革
す
べ
き
課
題
も
多
く
、
時
間
的
余
裕
も
な
く
、
事
件
当
事
者
と
し
て
率
先
し
て
踏
み

込
め
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
た
め
、
革
新
政
権
を
継
承
し
た
盧
武
鉉
政
権
時
代
の
二
〇
〇
四
年
、
独

裁
政
権
下
で
の
不
可
解
な
事
件
を
調
査
す
る
「
国
家
情
報
院
過
去
事
件
真
実
糾
明
発
展
委
員
会
（
真
実

委
）」
が
設
置
さ
れ
、
金
大
中
拉
致
事
件
な
ど
の
調
査
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
中
央
情
報
部
な
ど

政
府
機
関
の
秘
密
資
料
を
点
検
し
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
強
制
で
な
く
任
意
）
な
ど
に
よ
っ
て
真

相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
。
過
去
の
事
件
に
つ
い
て
真
実
を
知
り
、
二
度
と
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
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真
実
委
の
調
査
報
告
で
真
相
が
完
全
に
解
明
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
保
存
資
料
や
関
係
者
の

証
言
に
よ
っ
て
、
金
大
中
事
件
は
中
央
情
報
部
の
組
織
的
な
犯
罪
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
真
相
の
大

筋
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
真
実
委
の
調
査
は
強
制
力
を
持
た
ず
、
さ
ら
に
、
日
本
側
に
は
調
査

の
範
囲
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
限
界
が
あ
っ
た
が
、
軍
事
政
権
時
代
に
は
隠
さ
れ
て
い
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
件
で
行
な
わ
れ
て
い
た
非
人
道
的
な
行
為
が
相
当
部
分
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
、
国
家
機
関
と
し
て
「
真
実
・
和
解
の
た
め
の
過
去
史
整
理
委
員
会
（
真
実
和
解

委
員
会
）」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
一
〇
年
か
ら
の
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
軍
事
独
裁
政
権
ま
で

の
時
期
を
対
象
に
人
権
侵
害
を
調
べ
る
た
め
で
あ
る
。

　
歴
史
を
振
り
返
っ
て
見
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
、
真
実
は
何
で
あ
っ
た
か
を
知
り
、

そ
れ
を
教
訓
と
し
、
未
来
に
向
け
て
進
む
こ
と
は
も
っ
と
重
要
で
あ
る
。
疑
問
の
多
い
歴
史
的
な
出
来
事
、

そ
し
て
忘
れ
か
け
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
に
関
し
て
、
可
能
な
限
り
の
関
連
資
料
を
蒐し
ゆ
う

集し
ゆ
うし
、
事
実

関
係
を
点
検
し
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
か
ら
何
を
学
び
、
教
訓
と
す
べ
き
か
を
読
者
の
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
過
去
の
記
録
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
韓
国
の
文
書
記
録
を
見
な
が
ら
実
感

す
る
の
は
、
金
大
中
事
件
は
、
そ
の
真
相
を
最
も
知
る
立
場
に
あ
っ
た
日
本
の
捜
査
当
局
が
所
蔵
す
る
資

料
が
公
開
さ
れ
な
い
限
り
、
よ
り
確
実
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
の
日
本
で
は
昨
今
、
公
文
書
が
改
ざ
ん
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
文
書
が
残
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は

公
開
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
が
揺
る
が
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
、
真
実
委
の
資
料
を
見
な

が
ら
改
め
て
実
感
す
る
。
英
・
米
・
独
な
ど
欧
米
先
進
国
で
は
、
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
き
、「
三
〇
年

ル
ー
ル
」「
二
〇
年
ル
ー
ル
」
に
よ
り
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
重
要
公
文
書
は
国
立
公
文
書
館
で
保

存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
民
主
主
義
国
家
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
韓
国
の
民
主
化
運
動
の
過
程
で
は
、
自
由
と
民
主
主
義
の
た
め
に
戦
っ
て
犠
牲
に
な
っ
た
多

く
の
人
た
ち
が
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
韓
国
に
お
け
る
民
主
化
の
達
成
は
こ
う
し
た
人
た
ち

の
血
と
汗
と
涙
の
結
晶
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
激
動
の
時
代
に
も
韓
国
は
持
続
的
な
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
民
主
化
を
実
現
し
た
。
そ
し
て
与

野
党
間
、
保
守
と
進
歩
間
の
政
権
交
代
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
強き
よ
う

靭じ
ん

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら

出
て
く
る
の
か
を
知
る
う
え
で
も
、
そ
し
て
韓
国
の
人
々
の
国
民
性
や
行
動
パ
タ
ー
ン
を
知
る
う
え
で
も

答
え
は
本
書
の
中
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
二
〇
〇
五
年
、
国
家
機
関
と
し
て
「
真
実
・
和
解
の
た
め
の
過
去
史
整
理
委
員
会
（
真
実
和
解

委
員
会
）」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
一
〇
年
か
ら
の
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
軍
事
独
裁
政
権
ま
で

の
時
期
を
対
象
に
人
権
侵
害
を
調
べ
る
た
め
で
あ
る
。

　
真
実
委
の
調
査
報
告
で
真
相
が
完
全
に
解
明
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
保
存
資
料
や
関
係
者
の

証
言
に
よ
っ
て
、
金
大
中
事
件
は
中
央
情
報
部
の
組
織
的
な
犯
罪
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
真
相
の
大

筋
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
真
実
委
の
調
査
は
強
制
力
を
持
た
ず
、
さ
ら
に
、
日
本
側
に
は
調
査

の
範
囲
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
限
界
が
あ
っ
た
が
、
軍
事
政
権
時
代
に
は
隠
さ
れ
て
い
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
件
で
行
な
わ
れ
て
い
た
非
人
道
的
な
行
為
が
相
当
部
分
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　　
歴
史
を
振
り
返
っ
て
見
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
そ
し
て
、
真
実
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
を
知
り
、

そ
れ
を
教
訓
と
し
、
未
来
に
向
け
て
進
む
こ
と
は
も
っ
と
重
要
で
あ
る
。
疑
問
の
多
い
歴
史
的
な
出
来
事
、

そ
し
て
忘
れ
か
け
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
に
関
し
て
、
可
能
な
限
り
の
関
連
資
料
を
蒐し
ゆ
う

集し
ゆ
うし
、
事
実

関
係
を
点
検
し
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
か
ら
何
を
学
び
、
教
訓
と
す
べ
き
か
を
読
者
の
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
過
去
の
記
録
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
韓
国
の
文
書
記
録
を
見
な
が
ら
実
感

す
る
の
は
、
金
大
中
事
件
は
、
そ
の
真
相
を
最
も
知
る
立
場
に
あ
っ
た
日
本
の
捜
査
当
局
が
所
蔵
す
る
資

料
が
公
開
さ
れ
な
い
限
り
、
よ
り
確
実
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
の
日
本
で
は
昨
今
、
公
文
書
が
改
ざ
ん
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
文
書
が
残
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は

公
開
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
根
幹
が
揺
る
が
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
、
真
実
委
の
資
料
を
見
な

が
ら
改
め
て
実
感
す
る
。
英
・
米
・
独
な
ど
欧
米
先
進
国
で
は
、
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
き
、「
三
〇
年

ル
ー
ル
」「
二
〇
年
ル
ー
ル
」
に
よ
り
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
重
要
公
文
書
は
国
立
公
文
書
館
で
保

存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
民
主
主
義
国
家
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
韓
国
の
民
主
化
運
動
の
過
程
で
は
、
自
由
と
民
主
主
義
の
た
め
に
戦
っ
て
犠
牲
に
な
っ
た
多

く
の
人
た
ち
が
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
韓
国
に
お
け
る
民
主
化
の
達
成
は
こ
う
し
た
人
た
ち

の
血
と
汗
と
涙
の
結
晶
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
激
動
の
時
代
に
も
韓
国
は
持
続
的
な
経
済
成
長
を
成
し
遂
げ
、
民
主
化
を
実
現
し
た
。
そ
し
て
与

野
党
間
、
保
守
と
進
歩
間
の
政
権
交
代
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
強き
よ
う

靭じ
ん

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら

出
て
く
る
の
か
を
知
る
う
え
で
も
、
そ
し
て
韓
国
の
人
々
の
国
民
性
や
行
動
パ
タ
ー
ン
を
知
る
う
え
で
も

答
え
は
本
書
の
中
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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